
資料２ 

コミュニティバスの運行見直しについて（案） 

 

１．路線ごとの現状 

（1）サービス水準 

路線 ルート 駅アクセス パターンダイヤ 運行距離・時間 

中南 中海岸南湖循環 〇（茅ケ崎駅南口） 〇（30 分） △（9.2 ㎞・52分） 

北部 北部コース △（香川駅） ‐ ×（14.45km・29 分） 

新芹沢コース △（香川駅） ×（80～160 分） ×（16.7 ㎞・53分） 

鶴嶺 鶴嶺北コース 〇（茅ケ崎駅北口） ×（70～170 分） ×（10.5 ㎞・53分） 

鶴嶺南コース 〇（茅ケ崎駅北口） ×（90～180 分） ×（15.0 ㎞・71分） 

東部 松が丘コース 〇（茅ケ崎駅南口） ×（60～90 分） ×（11.6km・53 分） 

小和田・松浪コース △（辻堂駅西口） ×（73～270 分） ×（13.7km・54 分） 

（2）運行基準に対する路線分類 

路線 ルート キロ当たり乗車人員※ 路線分類 

中海岸南湖 中海岸南湖循環 3.04 人/㎞ 運行継続路線 

北部 北部コース 0.46 人/㎞ 運行検討路線 

新芹沢コース 

鶴嶺 鶴嶺北コース 1.49 人/㎞ 運行改善路線 

鶴嶺南コース 0.96 人/㎞ 運行検討路線 

東部 松が丘コース 1.47 人/㎞ 運行改善路線 

小和田・松浪コース 0.51 人/㎞ 運行検討路線 

※令和６年度の年間乗車人員÷年間運行距離 

 

（参考）キロ当たり乗車人員による路線分類と各対応（地域公共交通計画より） 

路線分類 
キロ当たり

乗車人員 
対応 経過措置 

運行継続路線 1.60 超 利用促進策の実施 － 

運行改善路線 1.33～1.60 路線の見直し 

ダイヤの見直し 

利用促進策の実施 

キロ当たり乗車人員が

1.60 を超えるよう運行

改善に常に努める。 

運行検討路線 1.33 未満 運行改善路線で実施する対応 

車両の見直し（小型化等） 

その他の交通手段の検討 

見直し実施後 2 年間運

行し、改善しなければ

路線廃止や他の交通手

段への移行を検討す

る。 



 

 

２．コミュニティバスの運行見直しの基本方針 

（1）運行検討路線においても路線廃止や他の交通手段への移行検討は行わない 

（2）駅アクセスの移動手段とする 

 市立病院をターミナルとしない 

（3）利用者にとってわかりやすい、使いやすいダイヤを採用する 

 運行頻度を上げる、運行時間・距離を短くする 

例：コースを統廃合する 

例：路線バスとの重複エリアは路線バスとの調整を行う 

例：既存の路線バスのバス停が近くにあり、当該コミバスのバス停を廃止することで運

行距離を短くできるバス停は廃止する 

例：使用頻度の少ないバス停を廃止する 

例：既存のバス停を極力活用する 

（バス停を新設するには関係機関との合意に高いハードルがある） 

 

３．路線ごとの見直し案 

 ※想定される見直し案を列挙しているため、並立しない組み合わせがあります。 

（1）北部循環市立病院線 

 市立病院から茅ケ崎駅周辺まで延伸する 

 香川小学校入口から市立病院を廃止する 

 香川小学校入口から市立病院を、鶴嶺高校、北茅ヶ崎駅方面を経由し、市立病院に振り

替える 

 新芹沢コースを廃止する 

 車両を小型化する 

 

（2）鶴嶺循環市立病院線 

 茅ケ崎駅北から市立病院を廃止する 

 鶴嶺北コースの徳洲会老人保健施設浜之郷前から十二天神社入口を廃止する 

 鶴嶺南コースの日枝神社入口から温水プールを廃止する 

 

（3）東部循環市立病院線 

 小和田松浪コースと松が丘コースを統合する 

 小和田松浪コースの市立病院から伍仁原を廃止する 

 小和田松浪コースの平和学園前から富士見町北を廃止する 


